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１ 

(1) 次の計算をせよ。 

  ① －2－6   ② －2－(－6)   ③ 3×(－2)3 

   ④ 
1

4
−

2

5
          ⑤ −

2

3
÷ (−

1

6
)           ⑥ 1 − 3 × (2 −

2

3
) 

(2) 次の計算をせよ。 

   ① 2(𝑥 + 3𝑦) − 3(−𝑥 + 4𝑦)   ② 6𝑎2𝑏4 ÷ (−
3

4
𝑎3𝑏)         ③ 

𝑥 − 3𝑦

4
−

𝑥 − 2𝑦

2
 

 

解答 

(1) ① －2－6＝－8 

 ② －2－(－6)＝－2＋6＝4 

 ③ 3×(－2)3＝3×(－8)＝－24 

       ④ 
1

4
−

2

5
=

5 − 8

20
= −

𝟑

𝟐𝟎
 

    ⑤ −
2

3
÷ (−

1

6
) = −

2

3
× (−6) = 𝟒 

    ⑥ 1 − 3 × (2 −
2

3
) = 1 − 3 × (

6 − 2

3
) = 1 − 3 ×

4

3
= 1 − 4 = −𝟑 

      別解 1 − 3 × (2 −
2

3
) = 1 − 3 × 2 − 3 × (−

2

3
) = 1 − 6 + 2 = −3 

(2) ① 2(x＋3y)－3(－x＋4y)＝2x＋6y＋3x－12y＝5x－6y 

      ② 6𝑎2𝑏4 ÷ (−
3

4
𝑎3𝑏) = 6𝑎2𝑏4 × (−

4

3𝑎3𝑏
) = −

𝟖𝒃𝟑

𝒂
 

   ③ 
𝑥 − 3𝑦

4
−

𝑥 − 2𝑦

2
=

𝑥 − 3𝑦 − 2(𝑥 − 2𝑦)

4
=

𝑥 − 3𝑦 − 2𝑥 + 4𝑦

4
=

−𝒙 + 𝒚

𝟒
 

 

 

(1) 数と計算 

  ・－(  )のはずし方 

  －(＋■) → －■， －(－■) → ＋■ 

  ・累乗の計算 

  (－☆)2＝(－☆)×(－☆)， －☆2＝－☆×☆ 

  ・計算の順序 

  ❶ かっこの中・累乗 → ❷ 乗除（かけ算・割り算） → ❸ 加減（たし算・引き算） 

(2) 式と計算 

 分配法則 a ( b＋c)＝ab＋ac  

解 説

oint 
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２ 

(1) 次の式を展開せよ。 

  ① (x＋2)(x－1)   ② (x＋3)2    ③ (a－4)2     ④ (x＋5)(x－5) 

(2) 次の式を因数分解せよ。 

  ① 4ax2－2ay＋6a2    ② x2＋5x＋6     ③ x2－x－12 

  ④ a2＋4a＋4     ⑤ x2－6x＋9     ⑥ x2－1 

(3) x＝99 のとき， 2(x－1)2－(x－1)(x－3) の値を求めよ。 

 

解答 

(1) ① (x＋2)(x－1)＝x2＋(2－1)x＋2･(－1)＝x2＋x－2 

 ② (x＋3)2＝x2＋2･3･x＋32＝x2＋6x＋9 

 ③ (a－4)2＝a2－2･4･a＋42＝a2－8a＋16 

 ④ (x＋5)(x－5)＝x2－52＝x2－25 

(2) ① 4ax2－2ay＋6a2＝2a(2x2－y＋3a)   ② x2＋5x＋6＝x2＋(2＋3)x＋2･3＝(x＋2)(x＋3) 

 ③ x2－x－12＝x2＋(3－4)x＋3･(－4)＝(x＋3)(x－4) 

   ④ a2＋4a＋4＝a2＋2･2･a＋22＝(a＋2)2 

  ⑤ x2－6x＋9＝x2－2･3･x＋32＝(x－3)2   ⑥ x2－1＝x2－12＝(x＋1)(x－1) 

(3) 2(x－1)2－(x－1)(x－3)＝2(x2－2x＋1)－(x2－4x＋3)＝2x2－4x＋2－x2＋4x－3＝x2－1＝(x＋1)(x－1) 

より，x＝99 を代入すると 

  2(x－1)2－(x－1)(x－3)＝(x＋1)(x－1)＝(99＋1)(99－1)＝100･98＝9800 

  別解 2(x－1)2－(x－1)(x－3) の共通因数 (x－1) でくくると 

2(x－1)2－(x－1)(x－3)＝(x－1){2(x－1)－(x－3)}＝(x－1)(2x－2－x＋3) 

          ＝(x－1)(x＋1)＝(99－1)(99＋1)＝9800 

 

(1) 式の展開 

   乗法公式 (x＋a)(x＋b)＝x2＋(a＋b)x＋ab  (x＋a)2＝x2＋2ax＋a2 

   (x－a)2＝x2－2ax＋a2   (x＋a)(x－a)＝x2－a2 

(2) 因数分解 

  ・共通因数のくくり出し…多項式の中に共通因数が残らないように注意する。 

 (2) ① × 4ax2－2ay＋6a2＝a(4x2－2y＋6a)   さらに「2」でくくれる 

 × 4ax2－2ay＋6a2＝2(2ax2－ay＋3a2)  さらに「a」でくくれる 

・因数分解の公式…乗法公式の逆の式変形を利用する。 

  x2＋(a＋b)x＋ab＝(x＋a)(x＋b) 

  x2＋2ax＋a2＝(x＋a)2   x2－2ax＋a2＝(x－a)2     x2－a2＝(x＋a)(x－a) 

(3) 式の値 

   式が複雑の場合，先に値を代入すると計算が大変なので，まず式を簡単な形にする。 

  × 2(x－1)2－(x－1)(x－3)＝2(99－1)2－(99－1)(99－3)＝2･982－98･96＝……（大変！） 

解 説

oint 

和が［x の係数］，積が［定数項］となる 

2 つの数を見つける。 
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３ 

(1) 次の計算をせよ。 

   ① √3 × √6      ② 2√2 ÷ √96      ③ √80 − √20      ④ −
14

√7
− √21 × (−√12) 

(2) 2√7 と 3√3 の大小を，不等号を用いて表せ。 

(3) √40 − 3𝑎 が自然数であるような，自然数 𝑎 の値をすべて求めよ。 

 

解答 

(1) ① √3 × √6 = √3 × √3 × √2 = 𝟑√𝟐 

    ② 2√2 ÷ √96 = 2√2 ×
1

4√6
=

2√2

4 × √3 × √2
=

2√2

4 × √3 × √2
=

1

2√3
=

√3

2 ∙ 3
=

√𝟑

𝟔
 

    ③ √80 − √20 = 4√5 − 2√5 = 𝟐√𝟓 

    ④ −
14

√7
− √21 × (−√12) = −

14√7

7
+ √21 × 2√3 = −2√7 + √7 × √3 × 2√3 = −2√7 + 6√7 = 𝟒√𝟕 

(2) 2√7 = √28， 3√3 = √27 で， 28 > 27 であるから  𝟐√𝟕 > 𝟑√𝟑 

(3) 40 より小さい自然数のうち，自然数の 2 乗になる数は  1，4，9，16，25，36 

  これより  40－3a＝1 を解くと  a＝13  40－3a＝4 を解くと  a＝12 

         40 − 3𝑎 = 9 を解くと  𝑎 =
31

3
     40 − 3𝑎 = 16 を解くと  𝑎 = 8 

         40 − 3𝑎 = 25 を解くと  𝑎 = 5      40 − 3𝑎 = 36 を解くと  𝑎 =
4

3
 

よって，求める自然数 a は  a＝13，12，8，5 

 

 

(1) 根号がついた式の計算 

   a，b が正の数のとき 

        √𝒂𝟐𝒃 = 𝒂√𝒃      
𝒂

√𝒃
=

𝒂 × √𝒃

√𝒃 × √𝒃
=

𝒂√𝒃

𝒃
 （分母の有理化） 

        √𝒂 × √𝒃 = √𝒂𝒃     √𝒂 ÷ √𝒃 = √
𝒂

𝒃
 

        ●√𝒂 +▲ √𝒂 = (● +▲)√𝒂     ■√𝒂 − ◆√𝒂 = (■ − ◆)√𝒂 

（ルートの加法・減法は，ルートを文字とみて計算する。） 

(2) 平方根の大小 

   𝑎，𝑏が正の数のとき    𝒂 < 𝒃 ならば  √𝒂 < √𝒃 

   𝑎√𝑏 = √𝑎2𝑏 を利用して，√         の中の数で大小を比較する。 

(3) √         の中の数は正なので，√40 − 3𝑎 の中の数は 40 より小さい正の数になる。また，√𝑥 が
   自然数になるのは，自然数 k を用いて x＝k2 と表せるときである。  

解 説

oint 
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４ 

(1) 次の方程式を解け。 

① x＋1＝4x＋13             ② 5x－8＝2(5x－9) 

(2) 次の連立方程式を解け。 

   ① {
3𝑥 − 2𝑦 = 6
−𝑥 + 4𝑦 = 8

               ② {
6𝑥 − 5𝑦 = 7
𝑦 = 𝑥 − 2    

 

(3) 次の 2 次方程式を解け。 

① x2－10x＋9＝0              ② x2＋2x－1＝0 

 

解答 

(1) ① x＋1＝4x＋13     x－4x＝13－1     －3x＝12     x＝－4 

   ② 5x－8＝2(5x－9)     5x－8＝10x－18     5x－10x＝－18＋8 

     －5x＝－10     x＝2 

(2) ① {
3𝑥 − 2𝑦 = 6 ⋯ ⋯㋐

−𝑥 + 4𝑦 = 8 ⋯ ⋯㋑
 とする。 

    ㋐×2＋㋑から      6x－4y＝12 

             ＋）－x＋4y＝8  

                5x  ＝20    x＝4 

    ㋐に x＝4 を代入して 12－2y＝6   －2y＝－6   y＝3       答 x＝4， y＝3 

    ② {
6𝑥 − 5𝑦 = 7 ⋯ ⋯㋐

𝑦 = 𝑥 − 2      ⋯ ⋯㋑
 とする。 

    ㋑を㋐に代入すると  6x－5(x－2)＝7 

       6x－5x＋10＝7    x＝－3 

    ㋑に x＝－3 を代入して y＝－3－2＝－5              答 x＝－3， y＝－5 

(3) ① x2－10x＋9＝0     (x－1)(x－9)＝0     x＝1，9 

 ② x2＋2x－1＝0     (x＋1)2－1－1＝0     (x＋1)2＝2 

  x＋1＝±√2     x＝－1±√𝟐 

   別解 解の公式に代入する。 

        𝑥 =
−2 ± √22 − 4 ∙ (−1)

2 ∙ 1
=

−2 ± √8

2
=

−2 ± 2√2

2
= −1 ± √2 

 

 

(1) 移項するときは，符号が変わることに注意する。 

また，(  )が含まれている場合は先に計算する。 

  

解 説

oint 

x ＋1 ＝ 4x ＋ 13 

x －4x ＝ 13 －1 
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(2) ①のように 1 つの文字の係数をそろえて足したり引いたりすることで 1 つの文字を消去する解法を  

 加減法，②のように一方の式を y＝～～や x＝～～の形に変形してもう一方の式に代入して 1 つの 

 文字を消去する解法を 代入法 という。問題によって適切な解法を選択できるように，十分練習して 

 おきたい。 

(3) まず，左辺が因数分解できるかどうか調べる。 

因数分解できない場合は，平方根の考え方 

   ☆2＝△ ⇒ ☆＝±√△ （ただし，△は正の数） 

を利用すると解ける。2 次方程式 ax2＋bx＋c＝0 (a≠0) の解は 

       𝒙 =
−𝒃 ± √𝒂𝟐 − 𝟒𝒂𝒄

𝟐𝒂
 (2 次方程式の解の公式) に代入しても求められる。 

この公式は，高校数学においても重要であるので，十分練習して慣れておきたい。 

 

 

 

５ 

(1) y は x に比例し，x＝4 のとき y＝8 である。y を x の式で表せ。 

(2) y は x に反比例し，x＝2 のとき y＝－3 である。x＝－1 のときの y の値を求めよ。 

(3) 次の問いに答えよ。 

① グラフが 2 点(－2，－2)，(2，4)を通る直線となる 1 次関数の式を求めよ。 

② 右の図の 2 直線Ⓐ，Ⓑの交点の 

座標を求めよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答 

(1) 求める式を y＝ax とおくと 8＝4a   よって a＝2 

  したがって，求める式は  y＝2x 

(2) 反比例の式を  𝑦 =
𝑎

𝑥
  とおくと − 3 =

𝑎

2
   よって 𝑎 = −6 

   反比例の式は  𝑦 = −
6

𝑥
  であるから，これに  𝑥 = −1  を代入すると  𝒚 = 𝟔 

  

2 

2 

－1 

3 

Ⓐ 

Ⓑ 
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(3) ① 求める 1 次関数の式を  𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏  とおくと {
−2 = −2𝑎 + 𝑏 ⋯ ⋯㋐

4 = 2𝑎 + 𝑏        ⋯ ⋯㋑
 

     ㋐+ ㋑より 2 = 2𝑏   𝑏 = 1   これを㋐に代入すると − 2 = −2𝑎 + 1   𝑎 =
3

2 

     したがって，求める式は  𝒚 =
𝟑

𝟐
𝒙 + 𝟏 

   ② 直線Ⓐは，切片が 2，傾きが－1 であるから  y＝－x＋2 ……㋐ 

    ⠀直線Ⓑは，切片が − 1，傾きが 
1

3
 であるから⠀ ⠀𝑦 =

1

3
𝑥 − 1⠀⋯ ⋯㋑ 

      ㋑を㋐に代入すると⠀⠀
1

3
𝑥 − 1 = −𝑥 + 2⠀⠀ ⠀𝑥 − 3 = −3𝑥 + 6    4𝑥 = 9    𝑥 =

9

4
 

      これを㋐に代入すると⠀⠀𝑦 = −
9

4
+ 2 = −

1

4
      したがって，交点の座標は  (

𝟗

𝟒
， −

𝟏

𝟒
) 

 

 

(1) y が x に比例する式は，定数 a を用いて y＝ax と表すことができる。 

(2) 𝑦 が 𝑥 に反比例する式は，定数 𝑎 を用いて 𝒚 =
𝒂

𝒙
 と表すことができる。 

(3) ① 1 次関数の式は，定数 a，b を用いて y＝ax＋b と表すことができる。 

 このとき，a を 傾き，b を 切片 という。 

 ② 直線の切片と傾きがわかれば 1 次関数の式を求めることができる。 

 2 直線の交点の座標は，その 2 直線を表す式を連立方程式とみたときの解と一致する。 

 

 

 

６ 

(1) y は x の 2 乗に比例し，x＝3 のとき y＝－18 である。y を x の式で表せ。 

(2) 関数  𝑦 =
1

2
𝑥2  で，𝑥 の変域が − 3 ≦ 𝑥 ≦ 4  のときの 𝑦 の変域を求めよ。 

 

解答 

(1) 求める式を y＝ax2とおくと －18＝a･32  すなわち －18＝9a  よって a＝－2 

 したがって，求める式は y＝－2x2 

(2) 変域が− 3 ≦ 𝑥 ≦ 4 である関数 𝑦 =
1

2
𝑥2 のグラフは右の図のようになる。 

  よって，x＝0 のとき，y は最小値 0 をとり， 

x＝4 のとき，y は最大値 8 をとる。 

したがって，y の変域は  0≦ y ≦8  

8 

9

2
 

－3 4 

解 説

oint 
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9cm 

80° 

 

(1) y が x の 2 乗に比例する式は，定数 a を用いて y＝ax2 と表すことができる。 

(2) 1 次関数 y＝ax＋b のグラフは直線となるので，x の変域の左端，右端で，y は最小値または最大値 

  をとる。これに対して，y が x の 2 乗に比例する式 y＝ax2 のグラフは放物線となるので，x の変域の 

端点が必ずしも y の最小値または最大値にならない場合があるので注意する。 

関数 y＝ax2 の y の変域を調べる場合は，x の変域に応じたグラフをかいて調べるようにしたい。 

 

 

 

７ 

(1) 右の図のおうぎ形の 

弧の長さと面積を求めよ。 

 

 

 

(2) 右の図の三角柱において， 

辺 AD とねじれの位置にある 

辺はどれか。 

 

 

 

(3) 右の図で，l // m のとき， 

∠x，∠y の大きさを求めよ。 

 

 

 

(4) 右の図の△ABC において， 

AB＝AC である。 

∠x の大きさを求めよ。 

 

 

 

(5) 右の図で，点 O は円の中心 

である。 

∠x，∠y，∠z の大きさを求めよ。 

  

解 説

oint 

A 
B 

C 

D 
E 

F 

x y 

l 
70° 

m 

x 

30° 

A 

B C 

x 

50° 

A 

B 

C y 

z 

D 

O 
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r 

a° 

S 

l 

解答 

(1) (弧の長さ) = 2𝜋 × 9 ×
80

360
= 4𝜋 (cm)， (面積) = 𝜋 × 92 ×

80

360
= 18𝜋 (cm2) 

答 弧の長さ：4π cm， 面積：18π cm2 

(2) 辺 CB， 辺 FE 

(3) ∠x＝70° ， 

 70° ＋30° ＋ ∠y ＝180° より 

∠y＝80° 

 

 

 

(4) 30° ＋ ∠x ＋ ∠x ＝180° より 

     2∠x ＝150°  

     ∠x ＝75° 

 

 

 

 

(5)  ∠x＝90° ， 

  ∠y ＝2×50° ＝100° ， 

 ∠z＝50° 

 

 

(1) おうぎ形の弧の長さと面積 

   ・弧の長さ  𝒍＝𝟐𝝅𝒓 ×
𝒂

𝟑𝟔𝟎
 

   ・面積    𝑺＝𝝅𝒓𝟐 ×
𝒂

𝟑𝟔𝟎
 

            ＝
𝟏

𝟐
𝒍𝒓 

(2) ねじれの位置 

   空間内の 2 直線が平行でなく，交わらないとき，その 2 直線は ねじれの位置にある という。 

(3) 対頂角，平行線と角 

   対頂角，平行線における同位角，錯角は等しい。 

 

 

 

 

解 説

oint 

x y 

l 
70° 

m 

y 

x 

30° 

A 

B C 

b 

a 
l 

m 
c 

l // m ならば 

൝
∠𝒂 = ∠𝒄 (同位角)

∠𝒃 = ∠𝒄 (錯角)     
 

x y 

∠x ＝ ∠y 
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(4) 二等辺三角形の角 

 二等辺三角形の 2 つの底角は等しい。 

 

 

 

 

 

(5) 円周角の定理 

・1 つの弧に対する円周角の大きさは， 

その弧に対する中心角の半分である。 

  ・同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。 

  特に，半円の弧に対する円周角は 90° である。 

 

 

 

 

 

８ 

(1) 右の図において，四角形 ABCD と 

四角形 FECG は正方形である。 

△BEH≡△DGI であることを証明せよ。 

 

 

 

(2) 右の図において，AB⌒＝BC⌒ である。 

相似な三角形の組をすべて挙げよ。 

 

 

 

 

(3) 右の図において，△ABC は∠C を直角と 

する直角三角形，四角形 EBCD は長方形で 

ある。 

x，y の値を求めよ。 

 

 

 

A 

B C 

頂角 

底角 

AB＝AC のとき ∠B＝∠C 

O 

O 

A 

B C 
E 

D 

G 
F H 

I 

A 

B 

C 

D 

E 

A 

B C 

E D 
F 

3cm 

x cm 

y cm 

4cm 

9cm 
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解答 

(1) （証明） 

△BEH と△DGI において， 

四角形 ABCD は正方形であるから  BC＝CD ……① 

四角形 FECG は正方形であるから   EC＝CG ……② 

BE＝BC－EC， DG＝CD－CG であるから，①，②より 

   BE＝DG ……③ 

△BCD は直角二等辺三角形であるから  ∠HBE＝∠IDG＝45° ……④ 

また，△ABE と△ADG において， 

   AB＝AD ……⑤， ∠B＝∠D＝90° ……⑥ であるから 

③，⑤，⑥より，2 辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

   △ABE≡△ADG 

よって ∠AEB＝∠AGD  すなわち ∠HEB＝∠IGD ……⑦ 

③，④，⑦より，1 辺とその両端の角がそれぞれ等しいから 

   △BEH≡△DGI                   終 

(2) ∠BCE＝∠ADE (円周角) 

   ∠BEC＝∠AED (対頂角) より  △BCE∽△ADE 

  AB⌒＝BC⌒ より ∠BAE＝∠BDA (円周角) 

           ∠ABE＝∠DBA (共通) より  △ABE∽△DBA 

(3) x＝9－3＝6 (cm) 

FD // BC であるから AD：AC＝FD：BC   AD＝y－4 であるから (y－4)：y＝6：9 

6y＝9(y－4)   6y＝9y－36   －3y＝－36    y＝12 (cm) 

 

 

(1) 三角形の合同条件 

 ❶ 3 組の辺がそれぞれ等しい。  ❷ 2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。 

 ❸ 1 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。 

 本問では，合同条件 ❸ を用いた。 

(2) 三角形の相似条件 

 ❶ 3 組の辺の比すべて等しい。  ❷ 2 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。 

 ❸ 2 組の角がそれぞれ等しい。   

 本問では，相似条件 ❸ を用いた。 

(3) 平行線と線分の比 

   △ABC の辺 AB，AC 上にそれぞれ点 P，Q があり， PQ // BC であれば 

 ❶ AP：AB＝AQ：AC 

 ❷ AP：AB＝PQ：BC (AQ：AC＝PQ：BC も成り立つ) 

 ❸ AP：PB＝AQ：QC 

  本問では，❷ AQ：AC＝PQ：BC を用いた。 

解 説

oint 

A 

B C 
E 

D 

G 
F 

A 

B C 
E 

D 

G 
F H 

I 

B 

A 

C 

P Q 
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A 

B 

H 

C 

D 

12 

12 

A H 

O 

11 

6√2 

a 

c 
b 

底面の半径 

高さ 

９ 

(1) 右の図の円錐の体積を求めよ。 

ただし，点 H は底面の円の中心 

である。 

 

(2) 右の図の，OA＝OB＝OC＝OD＝11， 

AB＝BC＝CD＝DA＝12 である 

正四角錐 O-ABCD の体積を求めよ。 

 

 

解答 

(1) 三平方の定理により AH2＋OH2＝OA2 であるから OH = √72 − (2√10)
2

= √49 − 40 = √9 = 3 

  よって，求める円錐の体積は   
1

3
× {𝜋 × (2√10)

2
} × 3 =

1

3
× 40𝜋 × 3 = 𝟒𝟎𝝅 (𝐜𝐦𝟑) 

(2) 底面の正方形 ABCD の対角線の交点 H と点 O を 

結んだ線分 OH が正四角錐 O-ABCD の高さとなる。 

△ABC は直角二等辺三角形であるので AB：AC = 1：√2 

 よって AC = √2 AB = 12√2  したがって AH =
1

2
AC = 6√2 

OH⊥AH であるから，△OAH は直角三角形となる。 

 よって OH = √OA2 − AH2 = OH = √112 − (6√2)
2

= √121 − 72 = √49 = 7 

  以上から，求める体積は  
1

3
× AB2 × OH =

1

3
× 122 × 7 = 4 × 12 × 7 = 𝟑𝟑𝟔 

 

三平方の定理 

直角三角形の直角をはさむ 2 辺の長さを a，b， 

斜辺の長さを c とすると 

   a2＋b2＝c2 

(1) 円錐の体積 

      
𝟏

𝟑
× {𝝅 × (底面の半径)

𝟐
} × 高さ 

 

(2) 正四角錐の体積 

      
𝟏

𝟑
× (底面の正方形の 𝟏 辺の長さ)

𝟐
× 高さ 

  

解 説

oint 

A 

7cm 

H 

O 

2√10 cm 

A 

B 

O 

C 
D 

12 

11 

高さ 

正方形の 1 辺の長さ 
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㋐ 

㋑ 

㋒ 

0 18 16 14 12 10 8 6 4 2 (個) 

 

１０ 

(1) 右の表は，中学生 30 人にリンゴの皮むきを 

してもらい，切れたリンゴの皮の長さを整理 

したものである。 

表の空欄を埋め，平均値を求めよ。 

また，最頻値が含まれる階級を答えよ。 

 

 

 

 

 

(2) 次のデータは，ある 100 円ショップの客 10 人が買った商品の個数を小さい順に並べたものである。 

1， 1， 2， 3， 3， 3， 4， 8， 12， 15 （個） 

このデータの箱ひげ図として，正しいものは次の ㋐～㋒ のどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) １ ， ２ ， ３ の 3 枚のカードがある。この中から続けて 2 枚をひき， 

最初にひいたカードを十の位の数， 次にひいたカードを一の位の数 

として 2 けたの整数を作る。この整数が 4 の倍数になる確率を求めよ。ただし，ひいたカードはもと 

にもどさないものとする。 

 

解答 

(1) 60cm 以上 80cm 未満の階級の階級値は 
60 + 80

2
= 70 (cm) 

60cm 以上 80cm 未満の階級の度数は 30－(4＋6＋6＋4＋1)＝30－21＝9 (人) 

60cm 以上 80cm 未満の階級の階級値×度数は  70×9＝630 

80cm 以上 100cm 未満の階級の階級値×度数は 90×6＝540 

階級値×度数の合計は 120＋300＋630＋540＋440＋130＝2160 

階級（cm） 
階級値 

（cm） 

度数 

（人） 

階級値 

×度数 

20 以上～40 未満 

40  ～60 

60  ～80 

80  ～100 

100  ～120 

120  ～140 

30 

50 

 

90 

110 

130 

4 

6 

 

6 

4 

1 

120 

300 

 

 

440 

130 

合計  30  

 

   

 

 



Math-Aquarium【重要 10 題＋解答・解説】中学数学の復習 

13 

以上から，表は右のようになる。 

平均値は 

   2160÷30＝72 (cm) 

度数が最も大きいのは 9 であるから 

求める階級は 

   60cm 以上 80cm 未満 

 

 

 

 

 

(2) データ 1， 1， 2， 3， 3， 3， 4， 8， 12， 15 の値の数は 10 個なので 

   中央値は 
3 + 3

2
= 3 (個)， 第 1 四分位数は 2 (個)， 第 3 四分位数は 8 (個)， 

最大値は 15 (個)， 最小値は 1 (個) であるから，このデータの箱ひげ図は ㋑ 

(3) カードのひき方を，樹形図に表すと次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

カードのひき方は全部で 6 通り，この中で 4 の倍数となるのは １ ２ ，３ ２ の 2 通り。 

   よって，求める確率は 
2

6
=

𝟏

𝟑
 

 

 

 (1) データを整理するために設定した各区間を 階級 と 

  いい，各階級の中央の値をその階級の 階級値 という。 

  また，各階級に入る値の個数をその階級の 度数 と 

いう。 

階級に応じて度数を整理した表を 度数分布表 という。 

 

(平均値)＝(データの値の合計)÷(データの値の個数) 

最頻値 は，データのうちで最も多く現れる値であり， 

度数分布表が与えられた場合は，度数の最も大きい 

階級の階級値である。 

  

解 説

oint 

階級（cm） 
階級値 

（cm） 

度数 

（人） 

階級値 

×度数 

20 以上～40 未満 

40  ～60 

60  ～80 

80  ～100 

100  ～120 

120  ～140 

30 

50 

  70 

90 

110 

130 

4 

6 

 9 

6 

4 

1 

120 

300 

 630 

 540 

440 

130 

合計  30  2160 

 

  

 

 

 

１ 

２ 

３ 

〇 

２ 

１ 

３ 

３ 

１ 

２ 〇 

階級 階級値 度数 

〇以上～△未満 

⋮ 

⋮ 

 

⋮ 

⋮ 

☆ 

⋮ 

⋮ 

 

階級の幅は，データ 

の傾向がわかりやす

くなるように適切に

選ぶ。 

=
〇 +△

2
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最大値 

第 1 四分位数 

中央値 最小値 

第 3 四分位数 

 

(2) データの値を小さい順に並べたとき，中央にくる値を 中央値 という。 

ただし，データの値の個数が偶数のときは，中央に並ぶ 2 つの値の平均値を中央値とする。 

 

 

 

 

 

 

中央値を境にして，前半部分 と 後半部分 に分ける。 

このとき，前半部分の中央値を 第 1 四分位数 ，後半部分の中央値を 第 3 四分位数  という。 

 

 

 

 

 

 

 

データの 最小値，第 1 四分位数，中央値， 

第 3 四分位数，最大値 

  の 5 つの値を用いて，右の図のような箱と線(ひげ)  

で表したものを 箱ひげ図 という。 

（参考） 

本問には出てこなかったが，データの分析をする際は 

次のような値を考えることもある。 

(範囲)＝(最大値)－(最小値) 

(四分位範囲)＝(第 3 四分位数)－(第 1 四分位数) 

 

(3) 確率 

      (𝐀が起こる確率) =
𝐀の起こる場合の数

すべての起こり得る場合の数
 

場合の数を調べるときは，もれや重なりのないように 

順序よく調べる。 

本問で用いた 樹形図 や，右のような表を用いるとよい。 

例：大小 2 個のさいころの目の和を調べる場合 

 

 

 

解 説

oint 

データの個数が奇数のとき 

  前半部分       後半部分 

● ● ● ● ● ● ● 

 

データの個数が偶数のとき 

    前半部分       後半部分 

● ● ● ● ● ● ● ● 

 

データの個数が奇数のとき 

● ● ● ● ● ● ● 

データの個数が偶数のとき 

● ● ● ▲ ■ ● ● ● 

 
中央値 (中央値) =

▲ +■

2
 

第 1 四分位数 第 3 四分位数 第 1 四分位数 第 3 四分位数 

 1 2 3 4 5 6 

1 2 3 4 5 6 7 

2 3 4 5 6 7 8 

3 4 5 6 7 8 9 

4 5 6 7 8 9 10 

5 6 7 8 9 10 11 

6 7 8 9 10 11 12 

 

小 
大 


